
第３回 烏丸花族に聞きました！ 
 烏丸花族のメンバーの方に、お話を聞くシリーズ第３回目です。 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

１１月の一斉清掃は、 
２４日を予定しています。 
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 先月末に、烏丸蛸薬師下る西側で花植えを始められた、北陸銀行京都支店の山崎暁子さ

んにお話をうかがいました！  

 
―街路樹サポーターに登録されたきっかけは何ですか？ 

（山崎さん）会社で社会貢献、地域貢献の取組を行 

いたいと思っていましたが、何をしようかと模索し 

ていたところに、街路樹サポーターのお誘いがあり、 

参加することにしました。 

 

―花を植えようと思われたのは、どうしてですか？ 

（山崎さん）街路樹サポーターに登録し、清掃に取り組んでいましたが、花を植えら

れるということを聞き、やはり花があると道行く人にも喜んでいただけると思い、植

えることにしました。また、花があることで、ゴミが減ったり、放置自転車が減るこ

とにつながればいいと願っています。 

 

―今後取り組みたいことなどがあれば教えてください。 

（山崎さん）弊社は富山が本社なので、富山産のチューリップを京都で咲かせたいと

思っています。今回も富山からチューリップの球根を取り寄せ、他の花と一緒に球根

を植えました。お隣の第１４長谷ビルさんなどにも少しおすそ分けしています。ゆく

ゆくは、烏丸通で、春に富山のチューリップが咲いて、名物にできればいいなと思っ

ています。 

 

―烏丸通にどのような思いをお持ちですか。 

（山崎さん）京都支店が烏丸通に開業し、一昨年で 

60 周年を迎えました。このように長くお世話になっ 

ていますので、清掃や花植えなどを通して、烏丸通を 

よくすることに少しでも寄与できれば、と思っていま 

す。 

―ありがとうございました。 

 

 山崎さんは、昨年のイベントのワークショップにご参加くださいました。その際に山崎さんが

おっしゃっていた「掃除でもいいし、何か活動したいんです」という言葉が、今年度街路樹サポ

ーターの活動を始める一つのきっかけになりました。 

 今回植えられたチューリップの球根が咲く春が、今から楽しみです。そして、いつか、烏丸通

の両側にチューリップが咲く日が来るといいですね。 

 北陸銀行のみなさん以外にも、烏丸花族のみなさんが花植えを始められています。また、次

号にはその様子をお知らせしたいと思います。 

  

早いもので、もう１１月ですね。落ち葉が気になる季節になってきましたが、落ち葉を回収し、

堆肥にリサイクルするための、落ち葉専用回収袋があります。ご入用の方は、事務局までご連

絡ください。 


